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須
山
尚
子
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
は
、

梅
雨
の
晴
れ
間
、
少
し
ム
シ
ム
シ
す
る

本
年
七
月
六
日
一
一
時
頃
、
西
蒲
田
の

ご
自
宅
兼
店
舗
（
須
山
ガ
ラ
ス
建
材
）

で
し
た
。
お
店
は
蒲
田
駅
か
ら
近
く
、

便
利
で
静
か
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。 

 

昭
和
二
九
年
、
三
鷹
の
生
ま
れ
で
、

三
一
歳
で
結
婚
す
る
ま
で
そ
こ
に
居
ら

れ
ま
し
た
。
都
立
国
分
寺
高
校
、
東
洋

女
子
短
大
を
卒
業
さ
れ
、
高
校
で
は
剣

道
二
段
を
取
得
（
袴
の
扱
い
に
は
自
信

が
あ
る
そ
う
で
す
）
。
ま
た
、
短
大
で

は
バ
ン
ド
を
や
っ
て
い
ま
し
た
（
ピ
ア

ノ
、
ギ
タ
ー
を
担
当
）
。
三
歳
か
ら
日

本
舞
踊
を
習
い
、
阿
波
踊
り
に
参
加
さ

れ
た
り
、
東
京
少
年
少
女
合
唱
隊
に 

所
属
さ
れ
る
な
ど
、
忙
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

       

七
歳
年
上
の
夫
と
は
、
八
月
に
見
合 

い
し
、
一
二
月
に
結
婚
、
新
婚
旅
行
は

夫
の
好
き
な
ラ
グ
ビ
ー
で
有
名
な
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

結
婚
七
年
目
に
娘
を
授
か
り
、
そ
の
後

息
子
に
も
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
暮
ら
し

を
送
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
夫
の
仕
事

を
支
え
、
日
々
生
産
さ
れ
る
新
し
い
材

料
や
、
工
法
に
対
応
す
る
為
、
特
に
I

Ｔ
部
分
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
接
客
や
工
事
作
業
の
手
伝
い
等
仕

事
の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

蒲
田
西
口
町
会
で
は
、
婦
人
部
部
長

と
し
て
町
会
活
動
に
も
進
ん
で
積
極
的

に
参
加
さ
れ
、
七
月
末
に
行
わ
れ
る
神

社
の
例
大
祭
で
の
盆
踊
り
が
今
か
ら
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

趣
味
で
は
、
結
婚
一
二
年
後
に
夫
か

ら
詩
吟
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
詩
吟
と

は
、
い
わ
ゆ
る
歌
の
よ
う
に
詩
文
を
リ

ズ
ム
、
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
て
歌
う
の
で

は
な
く
、
詩
文
の
素
読
（
朗
読
）
を
基

本
と
し
、
素
読
の
後
に
特
有
の
メ
ロ
デ

ィ
（
節
調
と
い
う
）
を
加
え
る
こ
と
で
、

よ
り
効
果
的
に
詩
情
を
表
現
し
ま
す
。

詩
吟
が
そ
の
吟
詠
の
対
象
と
す
る
の
は
、

そ
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
主
と
し
て
漢
詩

で
す
が
、
和
歌
や
俳
句
、
新
体
詩
を
吟

ず
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
あ
ま
り
長
い
も
の
は
好
ま
れ
ず
、

漢
詩
の
吟
詠
で
あ
っ
て
も
七
言
絶
句
が

一
般
的
で
す
。
現
在
は
教
授
師
範
と
な

り
、
北
青
山
に
教
場
を
も
つ
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
五
年
前
に
夫
の
先
生
か
ら
琵
琶

も
習
い
始
め
ま
し
た
。
今
は
琵
琶
に
夢

中
だ
そ
う
で
す
。
こ
こ
数
年
は
、
相
生

小
学
校
で
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
さ
れ
た
り
、
夏
休
み
の

わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
で
、
琵
琶
と
詩
吟

と
盆
踊
り
を
教
え
る
な
ど
、
趣
味
を
活

か
し
た
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
夢
と
し
て
、
詩
吟
と
琵

琶
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
尚
子
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
ま
た

七
月
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
、
第
六
一
回

大
田
区
民
詩
吟
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
に
お

い
て
、
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。 

          

（
取
材 

下
山
委
員
・
青
木
委
員
） 

わ
が
ま

ち

の
顔
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山

 

す 
 

 

や
ま 

尚 

子

な
お 

 
 

こ  

さ
ん 

第８７号 

多
様
な
趣
味
を
活
か
し
た
活
動  
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 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル 

（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
） 

 

学
校
と
地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
、

子
供
た
ち
の
よ
り
よ
い
環
境
作
り
に
取

り
組
む
制
度
が
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
「
特
色
の
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
令

和
三
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
実
施
校
に
道

塚
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

令
和
四
年
度
か
ら
本
格
活
動
と
な

り
、
校
長
を
は
じ
め
教
職
員
、
自
治
会

長
を
は
じ
め
地
域
住
民
や
保
護
者
十
数

名
の
運
営
協
議
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
四
年
度
は
第
一
回
の
会
議

か
ら
六
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
五
年
度
第
一
回
の
会
議
で
は
委

員
か
ら
「
授
業
の
中
で
地
域
に
関
す
る

体
験
を
す
る
」
「
学
校
か
ら
情
報
発
信

が
あ
れ
ば
地
域
と
し
て
は
で
き
る
こ
と

を
手
伝
う
」
等
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
六
月
一
七
日
（
土
）
に
は
開

校
八
五
周
年
を
記
念
し
て
道
徳
授
業
地

区
公
開
講
座
を
開
催
し
、
小
学
四
～
六

年
生
を
対
象
に
運
営
協
議
委
員
が
「
学

校
や
地
域
で
で
き
る
こ
と
や
道
塚
の
歴

史
」
等
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
六
年
一

組
で
は
道
塚
自
治
会
会
長
の
横
山
さ
ん 

が
担
当
さ
れ
、
生
徒
か
ら
の
感
想
と
し 

     て
多
く
の
児
童
が
「
道
塚
八
五
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
街
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
作
り
、
行

事
の
手
伝
い
、
ご
み
拾
い
、
防
災
訓
練

等
を
考
え
た
い
」
と
大
変
頼
も
し
い
児

童
目
線
か
ら
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
と

と
も
に
大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

に
つ
い
て
も
自
治
会
と
し
て
地
域
と
と

も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
に
尽
力
・
協
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

   
 

         

ポ
ス
タ
ー
の
作
成 

 

児
童
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
触

れ
合
い
の
強
化
の
た
め
、
道
塚
小
学
校

と
自
治
会
と
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
小

学
三
年
生
が
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

「
交
通
安
全
」
「
防
犯
」
「
熱
中
症
」

「
い
き
ち
か
ク
ラ
ブ
」
等
で
す
。
こ
の

ポ
ス
タ
ー
を
一
定
の
期
間
、
自
治
会
の

掲
示
板
に
掲
示
し
ま
す
。 

 

児
童
の
目
線
か
ら
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
の
意
識
を
高
め
、
地
域
に

と
っ
て
は
交
通
安
全
な
ど
の
啓
発
に
大

変
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
の

花
壇
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
紹
介
な

ど
を
通
じ
て
同
志
を
募
る
等
広
報
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
北
村
先
生
を
は

じ
め
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生

か
ら
は
「
児
童
と
し
て
町
へ
の
着
目
や

保
護
者
も
町
に
更
な
る
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

        

 新
施
設
の 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成 

 
 

令
和
四
年
五
月
五
日
旧
区
民
セ
ン
タ

ー
跡
地
に
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
と
し
て
新
蒲
田
一
丁
目
複
合
施

設
「
カ
ム
カ
ム
新
蒲
田
」
が
開
館
し
ま

し
た
。
施
設
か
ら
の
要
請
に
よ
り
小
学

三
年
生
が
「
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
」
の
絵
を
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
変
か
わ
い
く
、
中
に
は
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
由
来
を
描
い
て
い
た
だ
い
た
作
品

も
あ
り
全
体
的
に
工
夫
の
跡
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
に
も
と
づ
く
か

わ
い
い
缶
バ
ッ
チ
を
施
設
側
で
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

世
代
間
交
流
を
促
し
、
地
域
力
向
上

の
た
め
の
「
第
一
回
カ
ム
カ
ム
新
蒲
田

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
祭
り
」
や
六
月
五
日

か
ら
は
施
設
内
で
十
数
点
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。 

 

新
施
設
の
周
知
や
地
域
の
盛
り
上
げ

に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。 

           

       

活
躍
す
る
、
地
域
の
子
供
た
ち 

～
地
域
と
の
連
携
・
道
塚
小
学
校
～ 

熱中症のポスター 

(左)カムウェル 

(右)カムニュー 

道徳授業地区公開講座の様子 

右下の説明文 
 
名前の由来は、カム
カム新蒲田がたん生
という意みで、カム
ニューです。カムウ
ェルは「だれでもウ
ェルカム！」のウェ
ルをとって、カムウ
ェルです。 
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 ダ
ン
ス
全
国
大
会
で
優
勝 

将
来
は
振
付
師 

 

小
学
五
年
生
の
小
倉
彩
夏
さ
ん
は
小

学
三
年
生
時
に
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ス

ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
二

〇
二
一
小
学
三
年
生
以
下
部
門
」
に
チ

ー
ム
「
S

P

O

R

T
」
と
し
て
優
勝

し
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
、
全
国
最
大
規
模
の
大

会
で
約
三
〇
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
わ
ず
か
七
チ
ー
ム
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
を

競
い
、
そ
の
中
か
ら
優
勝
チ
ー
ム
が
決

ま
り
ま
す
。
ダ
ン
ス
を
始
め
た
の
は
、

道
塚
幼
稚
園
の
年
中
さ
ん
の
と
き
で
し

た
。
そ
の
後
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

が
好
き
に
な
り
、
大
田
区
、
世
田
谷
区

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
S

T

R

E

E

T 

D

A

N

C

E 

C

O

M

M

U

N

I

T

Y 

P

R

O

P

S
ス
タ

ジ
オ
に
入
会
し
、
週
一
回
の
レ
ッ
ス
ン

か
ら
週
三
～
四
回
に
な
り
、
コ
ン
テ
ス

ト
チ
ー
ム
に
入
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

ま
し
た
。
練
習
を
重
ね
目
標
を
果
た
し

コ
ン
テ
ス
ト
チ
ー
ム
の
一
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
七
チ
ー
ム
に
残
り
、
最
終
的
に
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

二
〇
二
一
年
度
は
一
八
回
の
大
会
に
出

場
し
、
予
選
を
含
め
一
五
回
優
勝
、
他

三
回
も
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
世
界

大
会
に
も
挑
戦
し
予
選
三
位
で
通
過
す

る
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
二
〇
二
二
年
度
は
A

y

a

N

a
と
し
て
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
に

も
挑
戦
し
、
自
分
で
振
り
付
け
を
し
ま

し
た
。
将
来
の
夢
は
「
ダ
ン
ス
の
振
付

師
に
な
る
こ
と
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。 

学
校
で
は
、
体
育
が
好
き
で
、
ま
た
、

休
日
に
は
友
達
と
買
い
物
や
遊
園
地
に

行
く
こ
と
が
好
き
と
の
こ
と
で
し
た
。

取
材
時
に
は
、
緊
張
し
て
い
た
の
か
ダ

ン
ス
の
身
の
こ
な
し
が
想
像
で
き
ず
、

ダ
ン
ス
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
と
全
く
別

の
少
女
に
変
身
す
る
こ
と
だ
と
想
像
し

ま
し
た
。
夢
の
実
現
に
向
け
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。 

          

 

全
国
大
会
で
優
勝 

夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場 

 

小
学
五
年
生
の
坂
本
凛
さ
ん
は
、
小

学
三
年
生
の
時
J

O

C
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
二
〇
二
二
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
ス
キ
ー
大
会
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ハ
ー
フ

パ
イ
プ
で
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小

学
四
年
生
時
は
四
～
六
年
生
部
門
で
最

年
少
な
が
ら
三
位
と
な
り
、
昨
年
度
と

同
様
大
変
す
ば
ら
し
い
成
績
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
と
は
、
半
円
筒
状
の

雪
上
を
ジ
ャ
ン
プ
や
タ
ー
ン
、
宙
返
り

な
ど
の
技
を
決
め
得
点
を
競
う
競
技
で

す
。
一
九
九
八
年
に
開
催
さ
れ
た
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式
種
目
と
な
り

ま
し
た
。
二
〇
二
二
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
平
野
歩
夢
選
手
が
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。 

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
小
学
三
年
生
の
時
友
達
に
勧
め
ら
れ

本
格
的
に
コ
ー
チ
に
教
え
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
さ
い
時
か
ら

家
族
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
基
礎
が
で
き
て
い
て
短

時
間
で
好
成
績
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

冬
の
競
技
な
の
で
練
習
環
境
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
夏
は
室
内
で
ハ
ー
フ
パ
イ

プ
の
あ
る
山
梨
県
ま
で
行
き
集
中
し
て

行
い
、
家
で
は
ど
う
し
た
ら
上
手
に
な

れ
る
か
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

で
鍛
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
得
意
技

は
、
「
ス
イ
ッ
チ
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
か
ら

の
C

A

B

３

６

０
」
「
F

S
５
４

０
【
フ
ロ
ン
ト
サ
イ
ド
フ
ァ
イ
ブ
フ
ォ

テ
ィ
ー
】
」
と
の
大
技
で
す
。
将
来
の

夢
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
る
こ

と
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
て
と

て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
国
内
強
化

選
手
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
そ

う
で
す
。
学
校
で
は
、
体
育
が
好
き

で
、
息
抜
き
は
普
通
の
少
女
に
戻
り
妹

と
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。
最
後
に
、
も
っ
と
上
手
に
な

り
た
い
と
目
を
輝
か
し
て
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

（
取
材 

横
山
・
伴
野
委
員
） 

       

 
 

 

坂本凛さんの練習風景 

優勝した小倉彩夏さん 

取材時の写真 

(左)小倉彩夏さん    (右)坂本凛さん 



４ 

     

本
号
の
発
行
日
、
九
月
一
日
は
防
災

の
日
で
、
百
年
前
の
一
九
二
三
（
大
正

一
二
）
年
九
月
一
日
に
起
き
た
関
東
大

震
災
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
震
災

で
十
万
人
以
上
の
死
者
、
行
方
不
明
者

が
発
生
し
一
九
八
二
年
に
「
防
災
の
日
」

と
制
定
さ
れ
、
毎
年
九
月
一
日
が
「
防

災
の
日
」
、
こ
の
日
を
含
む
一
週
間
が

「
防
災
週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
「
百
年
前
の
人
気
料
理
」
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

大
正
の
三
大
洋
食
と
は 

・
カ
ツ
レ
ツ
（
ト
ン
カ
ツ
） 

・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
（
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
） 

・
コ
ロ
ッ
ケ 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

              

カ
レ
ー
と
い
う
言
葉
を
江
戸
時
代
に

日
本
に
伝
え
た
の
は
福
沢
諭
吉
さ
ん
で

イ
ン
ド
の
肉
煮
込
料
理
が
イ
ギ
リ
ス
で

カ
レ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
五
年
に

「
西
洋
料
理
指
南
」
掲
載
、
明
治
二
〇

年
代
に
じ
ゃ
が
い
も
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ

ン
ジ
ン
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
福
神
漬
を
加

え
日
本
独
特
の
料
理
と
な
り
ま
す
。
カ

レ
ー
ソ
ー
ス
と
ご
飯
が
別
々
の
ラ
イ
ス

カ
レ
ー
か
ら
ご
飯
に
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
を

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
末
に
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
と
名
前
も
変
わ
り
大
正
一
二

年
に
国
産
カ
レ
ー
粉
も
登
場
し
ま
す
。 

 
 

大
正
時
代
に
「
コ
ロ
ッ
ケ
の
唄
」
が

流
行
す
る
コ
ロ
ッ
ケ
の
原
型
は
フ
ラ
ン

ス
料
理
ク
ロ
ケ
ッ
ト
で
付
け
合
わ
せ
に

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
三
〇
年

代
に
日
本
に
伝
わ
り
大
正
時
代
に
大
流

行
し
ま
す
。
日
本
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
千

切
り
を
付
け
合
わ
せ
に
し
て
ソ
ー
ス
を

か
け
て
食
べ
る
主
菜
と
な
り
ま
し
た
。 

 

肉
を
油
で
炒
め
焼
き
し
た
フ
ラ
ン
ス

料
理
コ
ー
ト
レ
ッ
ト
は
日
本
風
に
改
良

さ
れ
、
て
ん
ぷ
ら
の
よ
う
に
油
で
揚
げ

る
カ
ツ
レ
ツ
と
な
り
箸
だ
け
で
食
べ
ら

れ
る
よ
う
事
前
に
カ
ッ
ト
し
ト
ン
カ
ツ

に
な
り
ま
し
た
。
明
治
二
八
年
に
カ
ツ

レ
ツ
、
大
正
期
に
カ
ツ
カ
レ
ー
、
昭
和

四
年
に
ト
ン
カ
ツ
が
登
場
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
洋
食
は
明
治
維
新
以
降
に

流
入
し
て
き
た
西
欧
料
理
を
日
本
人
の

食
習
慣
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
多
く
の

先
輩
方
の
試
行
錯
誤
の
結
晶
で
す
。 

関
東
大
震
災
後
、
庶
民
が
気
軽
に
利

用
す
る
外
食
店
・
蕎
麦
屋
が
カ
ツ
丼
や

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
出
す
よ
う
に
な
り
蕎

麦
屋
の
洋
食
と
人
気
を
集
め
ま
す
。
蒲

田
五
丁
目
の
増
田
屋
さ
ん
（
明
治
四
一

年
創
業
）
の
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
に
も
洋

食
が
・
・
蒲
東
で
す
が
応
援
し
ま
す
。 

（
取
材 

近
藤
委
員
・
大
良
委
員
） 

     西
蒲
田
一
丁
目
町
会 

中
田
澄
子
・
斉
藤
由
美 

西
蒲
田
二
・
三
丁
目
自
治
会 

平
塚
宜
信 

西
蒲
田
四
丁
目
町
会 

井
部
宇
三
郎
・
池
貝
雅
江 

西
蒲
田
女
塚
町
会 

青
木
陽
二 

西
蒲
田
六
丁
目
自
治
会 

伊
藤
多
佳
子
・
深
井
英
明 

蒲
田
西
口
町
会 

栁
通
勝
麿 

西
蒲
田
七
丁
目
御
園
町
会 

下
山

美
子 

西
蒲
田
八
丁
目
町
会 

神
尾
俊
昭 

御
園
自
治
会 

大
友
康
廣 

新
蒲
田
一
丁
目
自
治
会 

伊
藤
孝
一 

東
矢
口
一
丁
目
町
会 

湯
澤
喜
久
雄 

小
林
自
治
会 

佐
藤
悦
子
・
北
村
悦
子 

安
方
北
町
会 

髙
橋
晴
美
・
近
藤

子 

安
方
南
町
会 

大
良
美
臣
・
岡
和
雄 

多
摩
川
二
丁
目
町
会 

原
哲
夫 

道
塚
自
治
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
山
智
惠
子
・
伴
野
正
弘 

事
務
局
（
蒲
田
西
特
別
出
張
所
） 

小
林
真
也
・
小
川
泰
輝 

  

ご
存
じ
で
す
か
？ 

百
年
前
の
人
気
料
理 

 

蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 32,479 人 

女 30,120 人 

計 62,599 人 

世帯 37,256 世帯 

令和５年８月１日現在 

「
か
ま
に
し

17
」
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
情
報

紙
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、
ま
た

は
投
稿
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

事
務
局 

蒲
田
西
特
別
出
張
所 

大
田
区
西
蒲
田
七-

一
二-

二 

電
話 

３
７
３
２
・
４
７
８
５ 

   

令
和
五
・
六
年
度 

『
か
ま
に
し
17
』
編
集
委
員 

「かまにし 17」でウェブ検索すると

カラー版を見ることができますよ！ 

 

 

大正の三大洋食 


